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西に貫くエンゲラーブ （革命） 通り沿いにある。より正確には、テヘラン市域の中央よりやや北西寄り、エンゲラーブ通りの始点となるエンゲラーブ交差点周辺と、そこから東側に延び、テヘラン大学中央キャンパスの南辺を形成す エンゲラーブ通り沿い、およびそこから南北に伸びる数本の通りに書籍を扱う店舗が集中して る。イラン暦一三八七年（西暦二〇〇八～
〇九年） の 『イラン出版業案内』 に登録されている全国の書店三〇〇〇店あまりのうち、テヘ 市にはその約二二％にあたる七〇〇弱が存在しているが、筆者が手作業で数え上げただけでもそ うち約二五〇店 （約三六％） がこ 区域に集中しており、まさにイラン国内随一の書店街といえるであろう。　
この書店街は古書店のみならず、
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いる。このあたりは日本の多くの古書店とあまり変わらない。ただ、テヘランの場合多くの古書店は独立した店舗を持たず、ペルシア語でパサージュやバーザールチェと呼ばれる集合 の中に入居している。 こう 集合店舗は、 筆者がテヘラン滞在中に直接訪れたものに限ってもエンゲラ ブ通り周辺で五、 六カ所存在し、規模はそぞれ異なるが、大きなもの なると三階建てで数十の書店を擁するほどの規模と 。建物内の一室を店舗 する形と ため、売場面積も比較的小規模 ものが多い。　
この売場面積の狭さは当然書籍
の陳列方法にも影響を与えることになる。特に小規模な古書店では、書籍を天井まで届く書架に所狭し




いるので、目当ての本のタイトルを告げると、在庫があればほ一瞬で取り出してくる。 まさに 「職人芸」とも うべき技である。　
古書店は通常、人文系や理科系











欲しい本のリストをあらかじめ渡しておいて、その探索を依頼 、というようなこともできるようになる。後にも触れるが、筆者のように歴史学を専攻する人間は一般書店ではなかなか手に入りづらい書籍を入手す 必要 迫ら こ
とが多い。そうした場合にはこのような方法で、店主の持つネットワークを利用して古書店市 での探索を行ってもらうことになる。この方法はまた、短期出張で処理すべき案件が多い場合などには時間の節約にもなる。　
古書の価格が仕入れ値や出版年、
入手難易度など 基づき、店主の裁量で決定されるのは、イランに限らず日本を含めた他の国々の古書店と変わらない。特にイランの場合には高いインフレ率に加え、最近まで出版への政府補助金支給などにより政府関連機関の出版物をはじめとして書籍の価格が低廉に抑えられてきたため、書籍につけられている定価は（それほど古い書籍でなくとも）価格が適正かどうか見極める参考にはならない場合が多い。このあたりは客側も経験がものを うところであり、古書価格の相場も長期間滞在すると大体の見当がつくよ に 。大部分の古書店は良心的な価格設定を行っており、個人的な経験からいえば値引き交渉が必要とされる状況に陥ることはほとんどなといってよいが、なかには入手困難な書籍に法外な価格をつける古書店もあるとのことであり、そう
エンゲラーブ通りの一角。１階部分に書店が立ち並ぶ
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した店に目当ての書籍がある場合には、ペルシア語能力を縦横に駆使した粘り強い交渉が必要とされること なる。　
研究者のように大量の書籍を一
度に購入する必要がある人種にとって、購入した書籍を日本に送ることは本を こと以上に頭の痛い問題である。費用面では、通常書籍を輸送す 際には購入金額と同程度、またはそれより少し多めの金額が必要となり、これが結構な出費となる。 、発送は通常、郵便局から国際郵便という形になるが、小規模 郵便局で局員が不慣れなこともあって応じてくれない場合もあり、大型局ま
でタクシーをチャーターして書籍を運搬しなければならない事態も生じる。さらに、発送に成功したことが書籍の日本への安全な到着を必ずしも意味するわ では い。輸送中の手荒な扱いや内容物検査などによって梱包が破壊されることも往々にしてあるから あ 。　
このような場合、多少費用はか





イランでは歴史学に関連す 前掲のような書籍は一部を除いて出版部数が多くなく、また特 中小の出版社から出版されたも につては再版されることもそれほどないため、極端な場合には出版後数年の書籍が一般書店ではみつから
なくなり、出版社に直接出向いても在庫なし、となる場合が少なくない。このため 特に古い書籍を対象とする場合でなくとも、書籍収集に際しては一般書店 並行して古書店にも出向いて探索する必要がある。また、一九七九年のイラン・イスラム革命以前に出版されていた書籍は、出版社自体の消滅や出版主体となってい 政府機関の改組などによって入手がさらに困難になっ る場合もある。こうした本の入手には古書店を利用するしかない。　
研究上の重要性からいえば、①
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期には国外に脱出 人々の放出した書籍が大量 市場に流れた。当時イランに滞在していた日本人イラン研究者のなかには、現在では入手不可能となったも も多そうした書籍を比較的安価で大量に入手した方々もおられるとのことであり、そうして購入された書籍の一部は日本の大学・ 機関の図書館のペルシア語蔵書の一部を形成している。 ただ、 無論これは動乱期ゆえの特殊事例といえよう。　
最後にひとつ付け加えておくと、
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